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ひ
ろ
の
　今年もこども園
で運動会が開催さ
れました。
　さわやかな秋晴
れの空の下で元気
な姿を見ることが
できました。

令和４年10月11日撮影
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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
17
の
議
案
等
を
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
の

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
野
町
議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
よ
り
議
案
が
提
出
さ
れ
、
条
例
の
制
定
を
可
決
し
ま

し
た
。

決算議会

９月定例会

令和３年度決算のあらまし

　一般会計の歳入面では、前年度と比較して４億1,041万円増

加しています。

　町税は、町民税個人分・法人分及び固定資産税を合わせ、前

年度と比較して約２億3,435万円（9.17％）減少し、令和３年

度も震災復興特別交付税が約４億6,105万円交付されましたが、

財政調整基金年度末残高は約４億7,652万円減少しました。

　広野ＩＧＣＣ火力発電所に係る固定資産税大規模償却資産分

による一時的な増収は見込めますが、その他の税収増は見込め

ない状況で、歳入財源の確保は厳しさを増すものと思われます。

　町税及び使用料等の収入未済額については、不納欠損処理を

行ったこともあり、前年度と比較して約1,290万円（18.98％）

減少し、実質未納額は約5,510万円となっています。

　歳出全体としては、前年度と比較して約３億7,973万円増加

しており、要因は、衛生費並びに教育費の増加によるものです。

　比率が低いほど財政運営に弾力性がある経常収支比率は、

90.0％で前年度と比較し、9.1ポイント増加しています。

　また、国民健康保険や介護保険特別会計の給付費は、高い水

準で推移しています。引き続き、適正医療による重症化防止等

による歳出の削減が求められます。

ひろの未来館がオープン

事業の成果を認定事業の成果を認定
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初

議

会 決算審査報告・審査意見　

　各会計の歳入歳出決算等は正確なものと認め、予算の執

行についても、適正かつ効率的に行われていると認めまし

た。

　町の財政状況は、広野火力発電所の固定資産税の大規模

償却資産分への依存度が依然として高い状況にあります。

　財政力を示す指標である財政力指数は、１を超えるほ

ど余裕財源を保有することとなりますが、令和３年度は、

0.976となり、普通交付税が交付される交付団体となりま

した。令和４年度は、広野ＩＧＣＣ火力発電所に係る固定

資産税の大規模償却資産分により、再び不交付団体となる

見込みですが、逓減する税収であることを鑑み、町民のた

めの優先事業等を見極め、さらなる財政の健全化を図る必

要があると思います。

鯨岡 公一 代表監査委員

林業専用道「柴橋・東黒森線」を整備 ひろの未来館がオープン

未来のかけ橋にエレベーターを設置

議 会 注 目 事 業

令和３年度  令和３年度  

決 算決 算
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令
和
３
年
度
決
算

令和３年度　決算の概要

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

20億411万円

26億3542万円 25億1226万円 24億4170万円 24億4702万円 
19億7049万円 

53億2469万円 

117億9496万円 

82億9981万円

64億8661万円 

48億6万円 

57億380万円 

20億円

0円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

23億575万円

22億1565万円 21億7023万円 19億6804万円 17億6763万円 15億6596万円 

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

一般会計歳出決算額 財政調整基金
（貯金）

一般会計地方債
（借金）

前年比
6.6%増

扶助費
304,437千円(5.3%)

公債費
215,364千円  (3.8%)

災害復旧事業費
283,452千円(5.0%)

維持補修費
203,970千円
(3.6%)

投資出資貸付金
21,360千円 (0.4%)

普通建設事業費
1,270,935千円

(22.3%)

人件費
729,897千円

(12.8%)

投資的経費
1,554,387千円

(27.3%)

義務的経費
1,249,698千円

(21.9%)

その他経費
2,899,716千円

（50.8%）

物件費
1,416,969千円

(24.8%)

補助費等
605,551千円

(10.6%)

積立金
105,180千円(1.8%) 繰出金

546,686千円
(9.6%)

歳出決算額
5,703,801千円
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令和３年度　決算の概要

歳入決算額
6,315,149千円

地方譲与税       32,565千円
利子割交付金         490千円
地方消費税     120,857千円
地方特例        　 16,006千円

普通交付税    49,579千円
特別交付税 461,058千円
その他             50,527千円

町税  
2,321,178千円

 (36.8%)

使用料等 
1,513,469千円 

 (23.9%)

使用料         58,866千円
財産収入      46,283千円
分担金           6,065千円
寄付金         17,883千円
繰入金       886,396千円
繰越金     350,662千円      
諸収入       147,314千円

国庫支出金
973,546千円

(15.4%)

依存財源
2,480,502千円

(39.3%)

県支出金
775,874千円

(12.3%)

自主財源
3,834,647千円

(60.7%)

譲与税等
731,082千円

(11.6%)

各会計の決算状況各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予　算　額
決　　算　　額 歳 入 歳 出

差 引 額
（形式収支）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

実 質 収 支
歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 6,683,653,000 6,315,148,763 5,703,800,788 611,347,975 221,548,000 389,799,975 

特
　
別

　
会

　
計

国 民 健 康 保 険 790,074,000 783,831,755 748,596,085 35,235,670 0 35,235,670 

土 地 開 発 事 業 167,205,000 167,202,915 160,582,360 6,620,555 0 6,620,555 

公共下水道事業 220,319,000 222,425,167 216,270,815 6,154,352 0 6,154,352 

農業集落排水事業 39,162,000 39,092,412 37,847,132 1,245,280 0 1,245,280 

介 護 保 険 599,060,000 599,498,843 555,715,452 43,783,391 0 43,783,391 

後期高齢者医療 19,593,000 19,703,422 19,251,419 452,003 0 452,003 

小  　計 1,835,413,000 1,831,754,514 1,738,263,263 93,491,251 0 93,491,251 

令和３年度決算額合計 8,519,066,000 8,146,903,277 7,442,064,051 704,839,226 221,548,000 483,291,226 

歳入から歳出を引いた額は翌年度繰り越しとなります。
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

広
野
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
条
例

の
制
定
を
可
決

　
広
野
町
で
は
か
つ
て
町
の
基
幹
産
業
だ
っ

た
林
業
の
政
策
で
、
先
人
た
ち
が
樹
木
を
大

切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
影
響
に
よ
り
そ
の
木
材
の
価
値
が
損
な
わ

れ
て
し
ま
っ
た
た
め
６
億
３
３
９
６
万
円
が

賠
償
金
と
し
て
町
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
耐
用
年
数
が
迫
る
数
多
く
の
公
共
施
設
を

長
く
安
全
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、
施
設
の

大
規
模
改
修
や
更
新
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
こ
の
賠
償
金
を
財
源
に
基
金
を
創
設

す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

樹
木
の
賠
償
金
を

新
し
い
基
金
に
充
当

 

私
が
使
用
し
て
い
た
肥

料
は
20
か
ら
30
％
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
と
記
憶

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

２
７
０
万
円
の
予
算
で
町

内
全
域
を
賄
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
今
後
も
高
騰
が
続
く
場

合
は
対
応
で
き
ま
す
か
。

　
福
島
県
の
水
稲
の
肥
料

費
は
約
16
％
増
加
し
て
お

り
、
高
騰
分
を
県
が
1
／

３
、
町
が
２
／
３
支
援
し

ま
す
。

　
水
稲
以
外
の
作
物
も
同

様
に
支
援
す
る
と
い
う
こ

と
で
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
国
、
県
、
関
係

機
関
の
動
向
を
見
極
め
て

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

門
馬 

巧 

議
員

猪
狩
産
業
振
興
課
長

農
業
へ
の
十
分
な
支
援
を

質疑質疑

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
で
は
東
京
電
力
賠
償
金
６
億
３
３
９
６
万

円
が
計
上
さ
れ
、
歳
出
で
は
そ
の
賠
償
金
を
広
野
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
一
般

会
計
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
５
９
２
万
円
と
大
幅
に
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

９月補正会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 8億3592万円 69億3451万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1696万円 8億2552万円

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 265万円 5億9010万円

公共下水道事業特別会計 615万円 2億1935万円

農業集落排水事業特別会計 124万円 4307万円

介 護 保 険 特 別 会 計 4422万円 6億5745万円

後期高齢者医療特別会計 45万円 2053万円

合　　　計 9億0759万円 92億9053万円

　主な内容

●広野町公共施設等総合管理基金費　                        6億3396万円

　※新たに創設した基金への積立金

●新型コロナウイルス感染症対策事業費　　　　　　 　　 　　　 1582万円

　※新型コロナウイルスワクチン接種５回目に係る費用

●農業振興事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　270万円

　※肥料高騰緊急対策補助金(質疑↓)

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

第
３
回
臨
時
会

　
７
月
19
日
に
第
３
回
臨

時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
10
万
円
を
給
付
す
る

臨
時
特
別
給
付
事
業
の
、

令
和
４
年
次
に
新
た
に
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
な
っ

た
世
帯
や
対
象
世
帯
と
な

り
う
る
未
申
告
世
帯
を
見

込
ん
だ
費
用
の
増
額
と
、

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰

に
よ
る
生
活
困
窮
す
る
世

帯
へ
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
１
世
帯
に
つ
き
１
万
円

を
給
付
す
る
生
活
困
窮
世

帯
緊
急
補
助
事
業
に
か
か

る
費
用
が
計
上
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
を
支
援

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一　般　会　計 1477万円 60億9858万円

　主な内容

●臨時特別給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1060万円

　（住民税非課税世帯に10万円を給付する事業）

●生活困窮世帯緊急補助事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　4178万円

　（物価の高騰などにより生活に困窮する世帯への影響緩和のため１万円を給付)

※給付対象や手続きに関するお問い合わせ先　　　健康福祉課　０２４０－２７－２１１３

そ の 他 の 審 議 案 件
●議案第69号　　広野町教育長の任命に関する同意を求めることについて

　　　　　　　　（根本良政氏の再任に同意　任期は10月15日から３年間　※153号に写真を掲載）

●報告第１号　　広野町の健全化判断比率等の報告について

　　　　　　　　（地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき報告を受けました）

　令和３年６月25日(令和３年第５回臨時会)での設置以来、調査・審査を

続けてきた「広野町議会基本条例に関する調査特別委員会」から条例案が

提出され、全会一致で可決しました。

　詳しくはP10特別委員会報告に掲載しています。

議会の最高規範　広野町議会基本条例の制定を可決
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。
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取
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。
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。
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報
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８月16日（火）
総務文教常任委員会
調査件名
●広野駅周辺開発について委員会 報告委員会 報告

各常任委員会の活動状況  を報告します

広
総務文教

野駅周辺開発
駅舎と周辺の改修

　資料に基づき、広野駅周辺開発の「広野駅バ

リアフリー化事業」「広野駅舎改修事業」「広野

駅ロータリー整備事業」について復興企画課長

の説明を受けました。　　　　　

 　説明の後、各委員からの質疑がありました。

「エレベーターが設置された土地の所有につい

て、駅のトイレ等の管理について、駅舎改修に

よる全体設計について、ロータリーの整備で北

側と南側の駐車場が含まれるのかどうか、駅舎

の改修ではワークショップでどのような意見が

出ているか。ＪＲ水戸支社との協議の進捗状況

について、エレベーターが災害時に停止する震

度と、災害時に役場の現場対応について」等で

す。これらの質疑に復興企画課長から説明があ

りました。「ＪＲとしっかり協議をし、管理区分、

土地の境界を明記しＪＲから購入する形で整備

したい」「トイレなどの管理は、ＪＲと町との、

協定の中で盛り込まれている」「駅舎とロータ

リーは、財源が異なるが、基本設計の中に一部

盛り込む」「県との協議が必要だが、北側駐車

場はロータリーと一体になり、南側は駐車場と

して明記されている」「ワークショップでは、

飲食ブース、本屋などの販売、フリーＷｉＦｉ

をつけてほしい、等の意見がある。無人化でＪ

Ｒとしての駅機能は十分あり、また交流施設と

しての整備を検討しているが、コロナ禍でＪＲ

との協議が遅れているが、防災機能を広野駅に

備える防災拠点にもしたい」「防災機能のこと、

駅舎への愛着があること等を踏まえ、今の広野

駅のイメージを残しながら新しい駅舎を整備し

たい」「エレベーターの災害時の対応は管理会

社が担うが、町は災害時に巡回をして行く」 以

上が説明されました。総務文教常任委員会はこ

の議案の継続審議にすることを決めました。

広野駅西側
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委

員

会

報

告

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

８月17日（水）
産業厚生常任委員会
調査件名
●農林業の振興について

●町の道路行政について

●�ため池の放射性物質の

　確認について

農
産業厚生

林業の振興

町
産業厚生

の道路行政

た
産業厚生

め池の放射性物質

令和４年産米のモニタリング検査

　広野町では昨年まで全袋検査を行い、50Bq/

㎏の基準を超える米が無かったことから、町内

から３点を抽出する検査を開始することになる

とのことでした。

 

休耕田面積と活用

　100haほどの水田が作付けされておらず、そ

れらの水田は野菜作り等に活用を検討している

とのことでした。

 

肥料高騰緊急対策事業

　今回の支援事業は、米価下落への対策を基本

とした農家支援が目的であるとのことでした。

道路側溝へ蓋の設置を

　幅員が狭い道路の側溝に蓋を設置し幅員を

確保するように要望し、対応していきたいと

の回答がありました。

町道の路線図作成

　駅東側の開発が進んだことも踏まえ、都市

計画図の修正を進め、完成後に最新版の路線

図を作成して公開する予定とのことでした。
調査結果と現状

　町内の農業利用の確認がされている30カ所のた

め池で放射性物質濃度等を測定する調査を実施し、

すべて基準値を下回ったとのことでした。

　西の沢ため池は、国による調査が行われ、基準

値を下回っているとのことでした。

　今年度は新たに農業利用が確認された１カ所の

ため池の基礎調査を行っているとのことです。
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道の駅に関する調査特別委員会
委員長　門馬　巧

令和４年６月16日

　土取り工事に関する富岡町との協定書を

町に資料請求することとしました。

令和４年８月９日

　各学校にボーリング調査について意見を

伺うことができないか照会したところ、ボー

リング調査を授業では扱っておらず、意見を

述べることはできないとのことでした。

　請求した協定書の確認を行い、前回までの

委員会で元建設課長から発言のあった、発生

土量が減少する可能性についても記載があ

り、発言の整合を確認しました。

　次回以降の調査は、十分な調査を行ったに

もかかわらず岩盤の存在を予測できなかっ

たことや、責任の所在について疑問が残ると

の意見が少数あるものの、これまでに可能な

限りの必要な調査を行うことができたと考

える委員が多数で、資料の収集、担当課長へ

の質疑、参考人への意見聴取の結果を整理

し、調査結果のとりまとめを進めていくこと

としました。

議会基本条例に関する調査特別委員会(条例可決)
委員長　小磯　利雄

令和４年８月９日

　これまでの会議より、事前に議会基本条例

案を、資料として配布。

　財政支援団体について、監査にてチェック

が入っていますが、各団体に於いて理解が進

むよう議会への情報提供を求める。

・議員報酬改正について、調査及びバック

データの整理を進め、議会・行政の取り組み

より、町民の理解と議員のなり手不足に取り

組む。

・付則、「広野町議会基本条例」施行日につ

いて、議会に諮り可決した日とする。

特 別 委 員 会 報 告特 別 委 員 会 報 告

広野町議会基本条例　条文　ピックアップ

第 １条　この条例は、合議制の議事機関である広野町議会（以下「議会」という。）

の基本理念並びに議会及び広野町議会議員（以下「議員」という。）の活動原則等

を定めることにより、町民の負託に応える議会を実現し、もって町民福祉の向上と、

町政の発展に資することを目的とする。

第 ５条　議会は、情報公開に努め、議会の議決及び運営についてその経緯や理由等を

町民に説明するよう努めるものとする。

第 16条　議会は、町民全体の奉仕者として人格の向上と倫理の確立に努め、町政に対

する町民の信頼に応えるとともに、正しい認識及び自覚を持ち、公正で開かれた町

政の発展に寄与することを目的に議員の政治倫理に関する条例等の 制定に努めるも

のとする。

追跡追跡
レポートレポート

あの質問 どうなった？どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁
がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

　一般質問は、行政全般にわたって
執行機関に疑問点をただし、説明を
求めたり所信を問いただすものです。

追
跡
レ
ポ
ー
ト

追
跡
レ
ポ
ー
ト

11

令和３年６月定例会 一般質問(再質問)

渡邉 正俊 議員

　町内のすべてのため池の安全対策は町で行

うべきことですか。

　以前設置されていた注意喚起の看板が無く

なっている箇所がありますが、設置しなおし

てはいかがですか。

ため池の事故防止対策は

　公共用地として使用されているため池は、

町で安全管理等を考えなくてはならないと考

えています。

公共用地は町で管理

門馬 　巧　　 P12
●町所有立木賠償金の活用について

黒田 政徳　　 P13
●職員の労務管理について

北郷 伯弘　　 P14
●移住定住の推進について

畑中 大子　　 P15
●直売所に対する支援について
●新型コロナウイルス感染症「第７波」で医療
崩壊が起きていることについて
●物価高騰に対する町の対策と支援について
   

渡邉 正俊　　 P16
●法人住民税の増加について

阿部 憲一　　 P17
●地域振興券等の支給認定は間違い
●被曝安全の根拠はない

６６人人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　新しい看板が設置されました。

　事故が起きないよう十分に注意しましょう。

注意を促す看板が設置されました。

設置された看板
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がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

　一般質問は、行政全般にわたって
執行機関に疑問点をただし、説明を
求めたり所信を問いただすものです。

追
跡
レ
ポ
ー
ト

追
跡
レ
ポ
ー
ト

11

令和３年６月定例会 一般質問(再質問)

渡邉 正俊 議員

　町内のすべてのため池の安全対策は町で行

うべきことですか。

　以前設置されていた注意喚起の看板が無く

なっている箇所がありますが、設置しなおし

てはいかがですか。

ため池の事故防止対策は

　公共用地として使用されているため池は、

町で安全管理等を考えなくてはならないと考

えています。

公共用地は町で管理

門馬 　巧　　 P12
●町所有立木賠償金の活用について

黒田 政徳　　 P13
●職員の労務管理について

北郷 伯弘　　 P14
●移住定住の推進について

畑中 大子　　 P15
●直売所に対する支援について
●新型コロナウイルス感染症「第７波」で医療
崩壊が起きていることについて
●物価高騰に対する町の対策と支援について
   

渡邉 正俊　　 P16
●法人住民税の増加について

阿部 憲一　　 P17
●地域振興券等の支給認定は間違い
●被曝安全の根拠はない

６６人人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　新しい看板が設置されました。

　事故が起きないよう十分に注意しましょう。

注意を促す看板が設置されました。

設置された看板
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一

般

質

問

門
も ん ま

馬　巧
たくみ

 議員

立
木
賠
償

人
口
増
加
策
の
費
用
に
し
て
は

町
長
／
公
共
施
設
長
寿
命
化
の
財
源
に

門
馬
…
６
億
円
余
の
町

有
林
の
立
木
賠
償
金
は
、

我
々
の
先
人
達
の
汗
の
結

晶
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く

の
町
民
が
知
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
賠
償
金
の
有
効
か
つ
適

切
に
活
用
を
図
る
た
め
、

人
口
増
加
策
に
繋
げ
る
政

策
を
優
先
し
、
新
た
に
移

住
定
住
策
推
進
策
や
子
供

育
成
支
援
基
金
を
創
設
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長
…
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

影
響
に
よ
り
木
材
の
価
値

が
損
な
わ
れ
た
た
め
、
売

却
予
定
額
６
億
３
３
９
６

万
円
が
賠
償
金
と
し
て
、

町
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
町
の
将
来
の
た
め
有
効

に
活
用
す
る
べ
く
検
討
を

重
ね
、
こ
れ
ま
で
設
置
し

た
数
多
く
の
施
設
を
安
全

に
活
用
で
き
る
よ
う
長
寿

命
化
を
推
進
す
る
た
め
、

広
野
町
公
共
施
設
総
合
管

理
基
金
を
創
設
し
本
賠
償

金
を
財
源
に
充
当
し
、
施

設
の
大
規
模
改
修
や
更
新

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
移
住
定
住
の
推
進
や
子

供
育
成
の
支
援
に
つ
い
て

は
、個
別
施
策
に
お
い
て
、

国
の
補
助
等
を
活
用
し
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

五社山の杉
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一

般

質

問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は

町
長
／
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く

黒
田
…
時
間
外
勤
務
に
つ

い
て
、
一
般
で
は
労
使
間

で
36
条
協
定
を
結
び
、
時

間
外
労
働
の
抑
制
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
当
町
の
職

員
の
労
務
管
理
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
か
。

黒
田
…
有
給
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
、
一
般
企
業
で

は
５
日
以
上
有
給
休
暇
を

取
得
さ
せ
な
い
と
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
現
在
取
得
率
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
ま
た
、
５
日
取
得
で
き

て
い
な
い
職
員
は
い
ま
す

か
。

町
長
…
職
員
の
有
給
休
暇

取
得
率
は
令
和
３
年
度
で

20
％
、
有
給
休
暇
を
５
日

間
取
得
で
き
た
職
員
は

63
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、

10
日
以
上
の
取
得
を
目
標

と
し
た
年
間
の
有
給
休
暇

取
得
計
画
を
立
て
、
職
員

が
有
給
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
職
場
環
境
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

黒
く ろ だ

田 政
まさのり

徳 議員

町
長
…
当
町
の
職
員
の
労

務
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

超
過
勤
務
の
上
限
時
間
を

超
え
る
職
員
が
い
た
場
合

は
、
総
務
課
よ
り
氏
名
と

超
過
時
間
を
各
課
長
に
報

告
し
、
担
当
課
長
等
に
よ

る
面
談
の
実
施
、
ふ
く
し

ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
面
談
を
行
い
、

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

遅くまで灯りがついた庁舎

黒
田
…
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
等
に
関
す
る
要
綱
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
条

例
を
制
定
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
す
か
。
現
在
ま
で

相
談
等
は
あ
り
ま
し
た
か
。

町
長
…
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
事
務
執
行
を
包
括

的
に
捉
え
検
討
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
要
綱
制
定
後
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
。

黒
田
…
職
員
の
病
欠
に
お

け
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
、

震
災
後
に
病
欠
し
た
職
員

は
現
在
ま
で
何
人
い
ま
し

た
か
。
病
欠
者
の
給
与
は

ど
の
よ
う
に
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
か
。
病
欠
者
の
復

職
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
か
。

町
長
…
震
災
後
、
病
気
を

原
因
と
す
る
休
職
者
は
、

22
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
欠
者
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
の

場
合
、
病
欠
開
始
日
か
ら

１
８
０
日
間
は
町
が
10
割

支
給
、
そ
の
後
の
１
年
間

は
町
が
８
割
支
給
、
以
降

１
年
６
カ
月
は
共
済
組
合

か
ら
約
６
割
の
支
給
と

な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
・

ケ
ガ
の
場
合
は
病
欠
開
始

日
か
ら
90
日
間
は
町
が
10

割
支
給
、
そ
の
後
の
１
年

間
は
町
が
８
割
支
給
、
以

降
１
年
６
カ
月
は
共
済
組

合
か
ら
約
６
割
の
支
給
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
患
者

の
復
職
に
つ
い
て
は
、
病

状
が
回
復
傾
向
に
あ
る
際

に
、
主
治
医
と
所
属
課
長

等
が
協
議
し
復
職
に
係
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

短
時
間
勤
務
か
ら
始
め

徐
々
に
通
常
業
務
に
戻
し

て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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般

質
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は

町
長
／
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く

黒
田
…
時
間
外
勤
務
に
つ

い
て
、
一
般
で
は
労
使
間

で
36
条
協
定
を
結
び
、
時

間
外
労
働
の
抑
制
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
当
町
の
職

員
の
労
務
管
理
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
か
。

黒
田
…
有
給
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
、
一
般
企
業
で

は
５
日
以
上
有
給
休
暇
を

取
得
さ
せ
な
い
と
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
現
在
取
得
率
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
ま
た
、
５
日
取
得
で
き

て
い
な
い
職
員
は
い
ま
す

か
。

町
長
…
職
員
の
有
給
休
暇

取
得
率
は
令
和
３
年
度
で

20
％
、
有
給
休
暇
を
５
日

間
取
得
で
き
た
職
員
は

63
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、

10
日
以
上
の
取
得
を
目
標

と
し
た
年
間
の
有
給
休
暇

取
得
計
画
を
立
て
、
職
員

が
有
給
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
職
場
環
境
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

黒
く ろ だ

田 政
まさのり

徳 議員

町
長
…
当
町
の
職
員
の
労

務
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

超
過
勤
務
の
上
限
時
間
を

超
え
る
職
員
が
い
た
場
合

は
、
総
務
課
よ
り
氏
名
と

超
過
時
間
を
各
課
長
に
報

告
し
、
担
当
課
長
等
に
よ

る
面
談
の
実
施
、
ふ
く
し

ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
面
談
を
行
い
、

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

遅くまで灯りがついた庁舎

黒
田
…
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
等
に
関
す
る
要
綱
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
条

例
を
制
定
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
す
か
。
現
在
ま
で

相
談
等
は
あ
り
ま
し
た
か
。

町
長
…
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
事
務
執
行
を
包
括

的
に
捉
え
検
討
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
要
綱
制
定
後
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
。

黒
田
…
職
員
の
病
欠
に
お

け
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
、

震
災
後
に
病
欠
し
た
職
員

は
現
在
ま
で
何
人
い
ま
し

た
か
。
病
欠
者
の
給
与
は

ど
の
よ
う
に
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
か
。
病
欠
者
の
復

職
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
か
。

町
長
…
震
災
後
、
病
気
を

原
因
と
す
る
休
職
者
は
、

22
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
欠
者
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
の

場
合
、
病
欠
開
始
日
か
ら

１
８
０
日
間
は
町
が
10
割

支
給
、
そ
の
後
の
１
年
間

は
町
が
８
割
支
給
、
以
降

１
年
６
カ
月
は
共
済
組
合

か
ら
約
６
割
の
支
給
と

な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
・

ケ
ガ
の
場
合
は
病
欠
開
始

日
か
ら
90
日
間
は
町
が
10

割
支
給
、
そ
の
後
の
１
年

間
は
町
が
８
割
支
給
、
以

降
１
年
６
カ
月
は
共
済
組

合
か
ら
約
６
割
の
支
給
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
患
者

の
復
職
に
つ
い
て
は
、
病

状
が
回
復
傾
向
に
あ
る
際

に
、
主
治
医
と
所
属
課
長

等
が
協
議
し
復
職
に
係
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

短
時
間
勤
務
か
ら
始
め

徐
々
に
通
常
業
務
に
戻
し

て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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一

般

質

問

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

移
住
定
住

人
口
６
千
人
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
若
者
世
代
向
け
の
補
助
を
展
開

北
郷
…
地
方
に
お
い
て
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

過
疎
化
が
進
み
、
地
域
経

済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
人
口
増
加
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
町
は
、
第
２
期
復
興
創

生
期
間
の
満
了
と
な
る
２

０
３
０
年
に
向
け
て
、
広

野
町
の
将
来
人
口
６
千
人

を
目
指
す
と
し
ま
し
た
が
、

「
第
５
次
町
政
振
興
計
画
」

お
よ
び
「
広
野
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

で
は
将
来
人
口
５
千
人
を

堅
持
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
整
合
性
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
当
時
、
少
子
高
齢

化
や
避
難
生
活
の
長
期
化

に
よ
り
人
口
減
少
が
急
激

に
進
行
す
る
と
の
推
計
結

果
が
示
さ
れ
、
転
出
抑
制

策
や
町
外
か
ら
の
流
入
促

進
策
を
講
じ
、
２
０
２
５

年
度
に
持
続
可
能
な
将
来

人
口
５
千
人
を
目
標
と
し

ま
し
た
。

　
近
年
、
若
者
を
中
心
に

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き

方
の
多
様
化
が
進
み
、
多

く
の
若
者
に
地
方
志
向
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
、
福
島
国

際
研
究
教
育
機
構
の
立
地

に
よ
る
好
循
環
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
、
こ
れ
ら
が

具
現
化
さ
れ
る
２
０
３
０

年
度
に
向
け
、
将
来
人
口

の
目
標
を
千
人
増
加
と
し
、

６
千
人
と
す
る
「
広
野
町

移
住
・
定
住
促
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

北
郷
…
将
来
人
口
６
千
人

の
目
標
達
成
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施

す
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
役
場
内
に
各
課
担

当
に
よ
る
横
断
的
な
情
報

共
有
す
る
「
移
住
・
定
住

推
進
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
町
の
魅
力
や
取
り
組

み
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
本
町
ゆ
か
り
の

方
々
や
町
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
団
体
や
個

人
に
よ
る
百
人
規
模
の

「
移
住
・
定
住
応
援
隊
」、

千
人
規
模
の
「
移
住
・
定

住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立

ち
上
げ
、
様
々
な
情
報
の

発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
県
外
、
町
外
か
ら
の
移

住
・
定
住
者
に
対
す
る
具

体
的
な
支
援
と
し
て
、「
移

住
・
定
住
応
援
ス
ペ
シ
ャ

ル
メ
ニ
ュ
ー
」
を
策
定
し
、

子
育
て
世
代
、
若
者
世
代

の
移
住
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
補
助
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
広
野
駅
東
側
の
住
宅
団

地
整
備
や
東
町
産
業
団
地

の
整
備
、
福
島
国
際
研
究

教
育
機
構
と
の
連
携
か
ら
、

将
来
人
口
６
千
人
の
新
た

な
町
づ
く
り
を
達
成
す
べ

く
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

宅地造成工事
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一

般

質

問

畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

直
売
所

物
価
高
騰

移
転
や
店
舗
増
の
考
え
は

町
長
／
商
品
充
実
と
品
質
向
上
が
重
要

冬
に
向
け
た
支
援
策
の
検
討
は

町
長
／
臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
支
給

畑
中
…
広
野
町
で
新
鮮
な

野
菜
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
店
舗
と
し
て
の
役

割
を
も
っ
と
発
揮
で
き
る

よ
う
、
直
売
所
へ
の
支
援

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

町
長
…
直
売
所
を
多
く
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

看
板
な
ど
様
々
な
情
報
伝

達
手
段
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

畑
中
…
今
年
の
10
月
か
ら

12
月
ご
ろ
に
も
「
値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
」
が
や
っ
て
来

る
と
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

が
述
べ
て
お
り
、
こ
の
冬

の
生
活
が
心
配
さ
れ
る
の

で
す
が
、
支
援
策
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

　
直
売
所
の
運
営
、
機
能

拡
充
な
ど
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
広
野
町
二
ツ
沼
直

売
所
組
合
並
び
に
施
設
を

管
理
し
て
い
る
（
株
）
広

野
町
振
興
公
社
と
協
議
し

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

畑
中
…
商
店
街
の
近
く
へ

の
移
転
や
店
舗
の
増
加
が
、

経
営
を
維
持
し
、
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
が
、
場
所
を
確

保
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

町
長
…
直
売
所
の
経
営
維

持
、
売
り
上
げ
増
加
を
図

る
た
め
に
は
、
生
産
者
の

拡
大
や
生
産
技
術
の
向
上

を
図
り
、
販
売
す
る
商
品

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

品
質
の
向
上
が
重
要
で
あ

り
、
現
状
を
鑑
み
、
直
売

所
は
町
の
観
光
拠
点
と

な
っ
て
い
る
二
ツ
沼
総
合

公
園
内
が
適
地
と
捉
え
て

い
ま
す
。

町
長
…
令
和
４
年
度
に
新

た
に
世
帯
全
員
が
住
民
税

均
等
割
非
課
税
と
な
っ
た

世
帯
に
対
し
、
10
万
円
の

臨
時
特
別
給
付
金
、
令
和

４
年
度
に
お
け
る
世
帯
全

員
が
住
民
税
均
等
割
非
課

税
世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者

世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
並

び
に
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

し
、
１
万
円
の
物
価
高
騰

対
応
生
活
困
窮
世
帯
緊
急

補
助
金
を
９
月
に
そ
れ
ぞ

れ
支
給
し
ま
す
。

　
農
業
用
肥
料
の
高
騰
に

対
す
る
国
、
県
の
支
援
策

に
加
え
、
町
独
自
の
支
援

策
と
し
て
「
広
野
町
肥
料

高
騰
影
響
緩
和
緊
急
対
策

補
助
金
交
付
要
綱
」
を
定

め
、
昨
年
の
米
価
下
落
並

び
に
肥
料
な
ど
生
産
資
材

の
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受

け
た
農
業
者
の
生
産
意
欲

の
向
上
と
経
営
安
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

臨時施設建設の要望を
町長／体制強化を繰り返し要望

医療崩壊

畑中…感染したら、自宅隔離が当たり前のような

今の医療体制に対して、入院できる臨時の施設建

設等を要望し、国のやり方を見直す等の意見は出

しているのでしょうか。

町長…新型コロナウイルス感染症陽性者における

医療提供体制の強化等について、議会と町、双葉

地方町村会、県町村会により、必要に応じ、国・

県等に対し繰り返し要望に取り組んでいきます。 直売所「のらっこ」
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商
店
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経
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持
し
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発
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さ
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こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
が
、
場
所
を
確

保
す
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考
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ま
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か
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町
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直
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の
経
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売
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上
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増
加
を
図

る
た
め
に
は
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生
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る
商
品

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

品
質
の
向
上
が
重
要
で
あ

り
、
現
状
を
鑑
み
、
直
売

所
は
町
の
観
光
拠
点
と

な
っ
て
い
る
二
ツ
沼
総
合

公
園
内
が
適
地
と
捉
え
て

い
ま
す
。

町
長
…
令
和
４
年
度
に
新

た
に
世
帯
全
員
が
住
民
税

均
等
割
非
課
税
と
な
っ
た

世
帯
に
対
し
、
10
万
円
の

臨
時
特
別
給
付
金
、
令
和

４
年
度
に
お
け
る
世
帯
全

員
が
住
民
税
均
等
割
非
課

税
世
帯
の
う
ち
、
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齢
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世
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、
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者
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に
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と
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世
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に
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し
、
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の
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生
活
困
窮
世
帯
緊
急

補
助
金
を
９
月
に
そ
れ
ぞ

れ
支
給
し
ま
す
。

　
農
業
用
肥
料
の
高
騰
に

対
す
る
国
、
県
の
支
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に
加
え
、
町
独
自
の
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と
し
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緩
和
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付
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を
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め
、
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下
落
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産
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に
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る
影
響
を
受

け
た
農
業
者
の
生
産
意
欲

の
向
上
と
経
営
安
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

臨時施設建設の要望を
町長／体制強化を繰り返し要望

医療崩壊

畑中…感染したら、自宅隔離が当たり前のような
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一

般

質

問

渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉
…
立
地
企
業
数
や
業

績
に
連
動
す
る
法
人
住
民

税
が
２
０
１
０
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
の
10
年
間

で
増
収
し
た
市
町
村
が
全

国
の
３
割
に
当
た
る
５
７

５
自
治
体
に
達
し
、
そ
の

中
で
広
野
町
の
法
人
住
民

税
収
増
加
率
が
５
・
５
倍

で
日
本
一
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
人

住
民
税
の
増
加
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
ま
す
か
。

町
長
…
震
災
後
、
復
興
関

連
の
事
業
所
や
廃
炉
関
連

の
事
業
所
、
新
た
に
進
出

し
た
事
業
所
等
に
よ
り
法

人
町
民
税
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
２
０
２
０
年
度

は
、（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
事

業
開
始
後
に
よ
り
、
大
規

模
償
却
資
産
税
か
ら
法
人

町
民
税
が
大
幅
に
増
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

渡
邉
…
今
後
の
企
業
誘
致
、

雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
、
産
業
団
地
造
成
を
踏

ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長
…
安
定
し
た
就
労
環

境
、
雇
用
の
場
の
確
保
を

図
る
た
め
、
各
課
担
当
に

よ
る
横
断
的
な
情
報
共
有

組
織
と
な
る
「
移
住
・
定

住
推
進
チ
ー
ム
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
雇
用
マ
ッ

チ
ン
グ
、
生
産
販
路
拡
大

な
ど
、
立
地
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

渡
邉
…
震
災
前
の
２
０
１

０
年
度
と
２
０
２
０
年
度

を
比
較
し
て
、
立
地
企
業

数
は
ど
の
程
度
、
増
加
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
法
人
町
民
税
適
用

事
業
所
が
、
２
０
１
０
年

度
に
お
い
て
は
１
３
３
事

業
所
、
２
０
２
０
年
度
に

お
い
て
は
２
２
２
事
業
所

と
な
っ
て
お
り
、
約
１
・

７
倍
増
加
し
て
い
ま
す
。

法
人
町
民
税

５
・
５
倍
に
増
加
の
要
因
は

町
長
／
復
興
関
連
の
事
業
所
等
が
増
加

工業団地

議
会
映
像
配
信
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一

般

質

問

阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

地
域
振
興
券
等

被
曝
問
題

支
給
認
定
改
め
よ

町
長
／
対
象
者
の
変
更
は
な
い

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
報
告
は
嘘

町
長
／
世
界
各
国
で
活
用
さ
れ
て
い
る

阿
部
…
こ
の
支
給
要
綱

に
は
支
給
対
象
者
と
し

て
「
平
成
23
年
3
月
11
日

現
在
、
広
野
町
の
住
民
基

本
台
帳
～
に
登
録
さ
れ
て

い
た
者
」
と
あ
る
。
居
住

地
や
転
入
転
出
日
は
住
民

基
本
台
帳
法
等
で
居
住
実

態
の
事
実
と
当
該
者
の
主

観
的
意
思
に
よ
り
総
合
的

に
認
定
さ
れ
る
。
台
帳
の

転
入
日
が
そ
れ
以
前
と
認

定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
日
を

も
っ
て
行
政
上
の
諸
々
の

判
定
が
行
わ
れ
る
、
と
い

う
の
が
総
務
省
等
の
見
解
。

だ
か
、
町
長
は
震
災
・
原

阿
部
…UNSCEAR

［
国
連

科
学
委
員
会
］
が
あ
ら
ゆ

る
イ
カ
サ
マ
を
重
ね
て
２

０
２
０
／
２
０
２
１
報
告

書
を
こ
し
ら
え
た
。
来
日

し
た
事
務
局
長
ら
は
「
日

本
で
放
射
線
障
害
が
生
じ

る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
」

「
今
後
も
こ
の
結
論
は
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
政
治

的
デ
マ
を
流
布
し
、
い
わ

き
市
で
の
説
明
会
で
は
民

間
の
学
者
ら
か
ら
様
々
な

非
難
を
受
け
た
。
こ
の

報
告
書
の
デ
タ
ラ
メ
は 

UNSCEAR

日
本
代
表
ら
の

手
に
よ
る
。
２
０
１
３
報

告
書
か
ら
大
幅
に
甲
状
腺

吸
収
線
量
の
評
価
を
下
げ

た
が
、UNSCEAR

の
鈴
木

元
氏
は
日
本
人
は
海
産
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る

か
ら
線
量
係
数
を
約
半
分

に
し
た
方
が
い
い
とICRP

［
国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
］
に
提
案
し
、
推
定
被

曝
線
量
が
半
分
に
さ
れ
た
。

日
本
人
の
ヨ
ウ
素
の
摂
取

発
事
故
の
前
か
ら
当
町
に

居
住
実
態
が
あ
っ
た
町
民

を
地
域
振
興
券
・
電
気
水

道
等
給
付
金
の
支
給
対
象

か
ら
除
外
。

　
例
え
ば
、
あ
る
町
民
は
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
、
国

民
健
康
保
険
料
を
当
町
に

納
め
、
震
災
に
よ
る
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
域
振
興
券
・
電
気
水
道

等
給
付
金
だ
け
は
町
は
支

給
対
象
か
ら
除
外
。

 

震
災
・
原
発
事
故
の
時

に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

く
て
も
支
給
基
準
日
（
平

成
28
年
4
月
1
日
）
ま
で

に
町
民
と
婚
姻
し
た
人
や

そ
の
間
の
子
供
に
は
支
給
。

以
前
か
ら
居
住
実
態
が

あ
っ
て
支
給
基
準
日
ま
で

納
税
し
て
い
る
町
民
に
は

支
給
し
な
い
。
極
め
て
差

別
的
。
納
税
と
受
益
の
基

本
原
則
に
も
違
反
。
こ
ん

な
デ
タ
ラ
メ
を
問
題
な
し

と
す
る
根
拠
は
何
で
す
か
。

量
は
今
で
は
世
界
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
。
ま
た
、
世
界

的
に
著
名
な
黒
川
眞
一
氏

（
高
エ
ネ
加
速
器
研
究
機

構
名
誉
教
授
）
は
今
回
の

報
告
書
は
誤
っ
た
グ
ラ
フ

や
デ
ー
タ
が
複
数
あ
る
他
、

甲
状
腺
吸
収
線
量
に
関
わ

る
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
速
度

が
物
理
的
に
あ
り
得
な
い

数
値
で
あ
り
、
被
曝
線
量

を
過
小
評
価
し
て
い
る
と

怒
る
。

　
町
長
は
今
般
の
一
般
質

問
の
事
前
通
告
の
前
ま
で

以
上
を
承
知
し
て
い
ま
し

た
か
。

町
長
…
世
界
各
国
の
政
府

と
組
織
が
、
放
射
線
リ
ス

ク
の
評
価
と
防
護
措
置
を

定
め
る
た
め
の
科
学
的
根

拠
と
し
て
、UNSCEAR

の

解
析
結
果
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

阿
部
…
２
０
１
３
報
告
書

は
「
５
０
０
mSv
以
上
被
曝

し
た
人
は
い
な
い
」
と
決

め
付
け
た
が
、
そ
の
根
拠

町
長
…
地
域
振
興
券
及
び

電
気
・
水
道
料
等
生
活
支

援
給
付
金
の
支
給
対
象
者

は
、
要
綱
に
定
め
た
要
件

を
全
て
満
た
す
町
民
に
限

ら
れ
ま
す
。

阿
部
…
地
域
振
興
券
・
電

気
水
道
等
給
付
金
の
支
給

認
定
を
改
め
よ
。

町
長
…
町
民
の
「
帰
還
」

「
生
活
再
建
」「
生
活
安
定
」

推
進
の
た
め
に
制
度
設
計

し
た
も
の
で
あ
り
、
支
給

要
件
に
お
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
給

対
象
者
を
変
更
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
双
葉
町
で
逃
げ
遅
れ
た

り
浪
江
町
の
津
島
地
区
に

留
ま
る
な
ど
し
て
深
刻
に

被
曝
し
た
千
人
単
位
の

人
た
ち
を
調
査
対
象
か

ら
外
す
と
い
う
詐
欺
に
基

づ
い
て
い
る
。
町
長
は

何
か
と
言
え
ばUNSCEAR

の
報
告
書
を
持
ち
出
し

て

責

任

か

ら

逃

げ

る

が
、
態
度
を
改
め
ま
す
か
。

町
長
…
一
般
質
問
、
質
疑

に
お
い
て
、
今
後
も
誠
実

且
つ
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。



議
会
映
像
配
信
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一

般

質

問

阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

地
域
振
興
券
等

被
曝
問
題

支
給
認
定
改
め
よ

町
長
／
対
象
者
の
変
更
は
な
い

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
報
告
は
嘘

町
長
／
世
界
各
国
で
活
用
さ
れ
て
い
る

阿
部
…
こ
の
支
給
要
綱

に
は
支
給
対
象
者
と
し

て
「
平
成
23
年
3
月
11
日

現
在
、
広
野
町
の
住
民
基

本
台
帳
～
に
登
録
さ
れ
て

い
た
者
」
と
あ
る
。
居
住

地
や
転
入
転
出
日
は
住
民

基
本
台
帳
法
等
で
居
住
実

態
の
事
実
と
当
該
者
の
主

観
的
意
思
に
よ
り
総
合
的

に
認
定
さ
れ
る
。
台
帳
の

転
入
日
が
そ
れ
以
前
と
認

定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
日
を

も
っ
て
行
政
上
の
諸
々
の

判
定
が
行
わ
れ
る
、
と
い

う
の
が
総
務
省
等
の
見
解
。

だ
か
、
町
長
は
震
災
・
原

阿
部
…UNSCEAR

［
国
連

科
学
委
員
会
］
が
あ
ら
ゆ

る
イ
カ
サ
マ
を
重
ね
て
２

０
２
０
／
２
０
２
１
報
告

書
を
こ
し
ら
え
た
。
来
日

し
た
事
務
局
長
ら
は
「
日

本
で
放
射
線
障
害
が
生
じ

る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
」

「
今
後
も
こ
の
結
論
は
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
政
治

的
デ
マ
を
流
布
し
、
い
わ

き
市
で
の
説
明
会
で
は
民

間
の
学
者
ら
か
ら
様
々
な

非
難
を
受
け
た
。
こ
の

報
告
書
の
デ
タ
ラ
メ
は 

UNSCEAR

日
本
代
表
ら
の

手
に
よ
る
。
２
０
１
３
報

告
書
か
ら
大
幅
に
甲
状
腺

吸
収
線
量
の
評
価
を
下
げ

た
が
、UNSCEAR

の
鈴
木

元
氏
は
日
本
人
は
海
産
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る

か
ら
線
量
係
数
を
約
半
分

に
し
た
方
が
い
い
とICRP

［
国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
］
に
提
案
し
、
推
定
被

曝
線
量
が
半
分
に
さ
れ
た
。

日
本
人
の
ヨ
ウ
素
の
摂
取

発
事
故
の
前
か
ら
当
町
に

居
住
実
態
が
あ
っ
た
町
民

を
地
域
振
興
券
・
電
気
水

道
等
給
付
金
の
支
給
対
象

か
ら
除
外
。

　
例
え
ば
、
あ
る
町
民
は
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
、
国

民
健
康
保
険
料
を
当
町
に

納
め
、
震
災
に
よ
る
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
域
振
興
券
・
電
気
水
道

等
給
付
金
だ
け
は
町
は
支

給
対
象
か
ら
除
外
。

 

震
災
・
原
発
事
故
の
時

に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

く
て
も
支
給
基
準
日
（
平

成
28
年
4
月
1
日
）
ま
で

に
町
民
と
婚
姻
し
た
人
や

そ
の
間
の
子
供
に
は
支
給
。

以
前
か
ら
居
住
実
態
が

あ
っ
て
支
給
基
準
日
ま
で

納
税
し
て
い
る
町
民
に
は

支
給
し
な
い
。
極
め
て
差

別
的
。
納
税
と
受
益
の
基

本
原
則
に
も
違
反
。
こ
ん

な
デ
タ
ラ
メ
を
問
題
な
し

と
す
る
根
拠
は
何
で
す
か
。

量
は
今
で
は
世
界
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
。
ま
た
、
世
界

的
に
著
名
な
黒
川
眞
一
氏

（
高
エ
ネ
加
速
器
研
究
機

構
名
誉
教
授
）
は
今
回
の

報
告
書
は
誤
っ
た
グ
ラ
フ

や
デ
ー
タ
が
複
数
あ
る
他
、

甲
状
腺
吸
収
線
量
に
関
わ

る
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
速
度

が
物
理
的
に
あ
り
得
な
い

数
値
で
あ
り
、
被
曝
線
量

を
過
小
評
価
し
て
い
る
と

怒
る
。

　
町
長
は
今
般
の
一
般
質

問
の
事
前
通
告
の
前
ま
で

以
上
を
承
知
し
て
い
ま
し

た
か
。

町
長
…
世
界
各
国
の
政
府

と
組
織
が
、
放
射
線
リ
ス

ク
の
評
価
と
防
護
措
置
を

定
め
る
た
め
の
科
学
的
根

拠
と
し
て
、UNSCEAR

の

解
析
結
果
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

阿
部
…
２
０
１
３
報
告
書

は
「
５
０
０
mSv
以
上
被
曝

し
た
人
は
い
な
い
」
と
決

め
付
け
た
が
、
そ
の
根
拠

町
長
…
地
域
振
興
券
及
び

電
気
・
水
道
料
等
生
活
支

援
給
付
金
の
支
給
対
象
者

は
、
要
綱
に
定
め
た
要
件

を
全
て
満
た
す
町
民
に
限

ら
れ
ま
す
。

阿
部
…
地
域
振
興
券
・
電

気
水
道
等
給
付
金
の
支
給

認
定
を
改
め
よ
。

町
長
…
町
民
の
「
帰
還
」

「
生
活
再
建
」「
生
活
安
定
」

推
進
の
た
め
に
制
度
設
計

し
た
も
の
で
あ
り
、
支
給

要
件
に
お
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
給

対
象
者
を
変
更
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
双
葉
町
で
逃
げ
遅
れ
た

り
浪
江
町
の
津
島
地
区
に

留
ま
る
な
ど
し
て
深
刻
に

被
曝
し
た
千
人
単
位
の

人
た
ち
を
調
査
対
象
か

ら
外
す
と
い
う
詐
欺
に
基

づ
い
て
い
る
。
町
長
は

何
か
と
言
え
ばUNSCEAR

の
報
告
書
を
持
ち
出
し

て

責

任

か

ら

逃

げ

る

が
、
態
度
を
改
め
ま
す
か
。

町
長
…
一
般
質
問
、
質
疑

に
お
い
て
、
今
後
も
誠
実

且
つ
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
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審

議

結

果

審議結果会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和４年７月　第３回臨時会　議案等の審議結果

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田
　
政
徳

第52号
令和４年度広野町一般会計補正予算（第３
号）

７/19 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年９月　第３回定例会　議案等の審議結果

第53号
広野町公共施設等総合管理基金条例の制定
について

９/14 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第54号 広野町環境基本条例の制定について ９/14 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第55号
令和３年度広野町一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

９/14 10 ９ ８ １
原案
認定

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号
令和３年度広野町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第57号
令和３年度広野町土地開発事業特別会計歳
入歳出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第58号
令和３年度広野町公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第59号
令和３年度広野町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第60号
令和３年度広野町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第61号
令和３年度広野町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

９/15 10 ９ ９ ０
原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第62号
令和４年度広野町一般会計補正予算（第４
号）

９/16 10 ９ ８ １
原案
可決

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第63号
令和４年度広野町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第64号
令和４年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第１号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第65号
令和４年度広野町公共下水道事業特別会計
補正予算（第２号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第66号
令和４年度広野町農業集落排水事業特別会
計補正予算（第１号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第67号
令和４年度広野町介護保険特別会計補正予
算（第２号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第68号
令和４年度広野町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第69号
広野町教育長の任命に関する同意を求める
ことについて

９/16 10 ９ ９ ０
原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第１号 広野町議会基本条例の制定について ９/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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出

欠

状

況

審議結果会議等出欠状況

令和４年７月１日～９月30日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜
　
日

開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部
　
憲
一

北
郷
　
伯
弘

遠
藤
　
　
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　
　
巧

渡
邉
　
正
俊

黒
田
　
政
徳

出席回数（回） 10 11 9 12 8 10 11 9 11 9

会議回数（回） 10 11 9 12 9 10 11 9 11 10

7

4 月 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

6 水 広報委員会 〇 - - - - - - - 〇 -

19 火 令和４年第３回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 水 町・議会合同要望活動 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇

8

9 火 道の駅に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 火 議会基本条例に関する調査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 火 総務文教常任委員会 - - - 〇 × 〇 - - 〇 〇

17 水 産業厚生常任委員会 〇 〇 〇 〇 - - 〇 〇 - -

9

2 金 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

12 月 令和４年第３回定例会(１日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 水 令和４年第３回定例会(３日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 木 令和４年第３回定例会(４日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病

16 金 令和４年第３回定例会(５日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村会が主催す

る会議にも出席しています。

 

 次回の定例会は12月です 

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名を

ご記入いただくだけで、議会を傍聴できます。

　また、定例会の録画映像ををインターネッ

トでも配信しています。

　広野町ホームページまたは、右のＱＲコー

ドからアクセスできますので、ぜひご視聴く

ださい。

広野町ホームページ

　https://www.town.hirono.fukushima.jp/
議会映像ホームページ

　http://hirono.k-quick.net/

議会の様子を見てみませんか？
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日
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一
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郷
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弘
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郷
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門
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ま
り
え

畑
中
　
大
子
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磯
　
利
雄

門
馬
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渡
邉
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俊

黒
田
　
政
徳
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7
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9
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

町
の
補
助
事
業
に
思
う
こ
と
は

肥
料
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

肥
料
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

編

　
集

　
後

　
記

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　
こ
の
度
、
１
年
３
ケ

月
の
審
議
の
結
果
、
条

例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　「
広
野
町
議
会
基
本

条
例
」
は
、
地
方
分
権

推
進
に
伴
い
議
会
の
役

割
と
権
限
が
強
化
さ
れ

る
一
方
、
住
民
か
ら
は

議
会
や
議
員
の
活
動
に

対
し
て
厳
し
い
目
が
向

け
ら
れ
て
い
る
、
議
会

自
ら
が
活
性
化
、
議
会

改
革
の
取
組
み
を
積
極

的
に
行
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
大
き
な
柱
と
し
て

制
定
が
進
め
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
・
議
員
の
活
動

原
則
、
住
民
と
議
会
の

関
係
、
町
長
等
執
行
機

関
と
議
会
の
関
係
や
議

会
の
運
営
・
体
制
整
備

な
ど
18
条
か
ら
な
る
最

高
規
範
性
を
持
っ
た
条

例
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
議
会
史
に
於
い

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長
　
北
郷
幹
夫

広
報
委
員
会

委

員

長  

阿
部
憲
一

副
委
員
長
　
渡
邉
正
俊

委
　
　
員
　
小
磯
利
雄

委
　
　
員
　
畑
中
大
子

委
　
　
員
　
北
郷
伯
弘

て
、
議
員
提
案
に
よ
る

初
め
て
の
制
定
で
あ
り
、

町
民
第
一
の
立
場
で
議

会
運
営
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

 

　（
小
磯
　
利
雄
）かわいらしいコスモス

　
米
価
下
落
や
肥
料
な
ど
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
農
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
町
は
令

和
４
年
産
水
稲
等
の
作
付
け
に
用
い
る
肥
料
購
入
費
用

の
一
部
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
思
う
こ
と
を
伺
い
ま
し

た
。

横田　和希さん
（上北迫）　　　　　　　

鈴木　利令さん
（夕筋）　　　　　　　

　〝
米
〟
の
販
売
価
格
が
安
く

な
る
中
で
、
生
産
資
材
が
高
く

な
っ
て
来
て
稲
作
経
営
も
難
し

く
な
っ
て
き
た
中
で
肥
料
高
騰

影
響
緩
和
緊
急
対
策
補
助
金
に

つ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
後
ど
の
様
な
状
況
に

変
化
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

自
分
な
り
に
施
肥
設
計
の
見
直

し
な
ど
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、

米
価
は
下
落
し
た
が
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
震
災
前
の
価
格
に

戻
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ま

た
米
価
は
下
落
し
、
そ
れ
に
加

え
肥
料
等
が
高
騰
し
、
農
業
者

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
農

業
者
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
逆

境
を
好
機
と
捉
え
全
力
で
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。


